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調査項目等
ＣＣＳ（ＣＯ２を回収し貯留する技術）実証実験事業

◆CCSとは？
・二酸化炭素の回収・貯留（Carbon dioxide　Capture　and Storage）の
略語で、工場や発電所などから発生する二酸化炭素を含んだガスから二酸
化炭素を分離・回収して、地下深く安定した地層の中に貯留する技術で
す。二酸化炭素の大気中への放出を大量に削減できるため、温暖化対策の
切り札として世界中に期待されている。

苫小牧ＣＣＳ実証試験センター（北海道苫小牧市真砂町12番地）

◆二酸化炭素を長期間にわたり安定して貯留できる地層とは？
・分離・回収した二酸化炭素は、地下１０００M以上深くにある孔隙（隙
間）の多い砂岩などから出来ている「貯留層」に貯留します。貯留層の上
部は、二酸化炭素を通さない泥岩などから出来ている「遮へい層」で覆わ
れている事が必要です。遮へい層が蓋の役目をして、貯留された二酸化炭
素が地表に出ることを防ぐとされている。

◆CCSの実用化を目指して
・CCSを行うには、二酸化炭素を地中に安定して大量に貯留できる地層が必
要です。２００５～２０１２年度に行われた調査によると、日本国内合わ
せて約２，４００億トンの二酸化炭素を貯留できる地層があると期待され
ており、貯留可能量は全体としては十分であると考えられていますが、
個々の候補地点がどの程度貯留に適しているのかを確認するためには、よ
り詳しい調査が必要です。そのため、経済産業省と環境省は、共同で「二
酸化炭素貯留敵地調査事業」を２０１４年度から実施しています。この事
業では、大きな貯留量が期待される貯留候補地点において、貯留可能量、
貯留した二酸化炭素が漏れ出ないかどうか、地層構造が安定しているかど
うかなどを詳細に調査し、より有望な地点を選定するとされている。

苫小牧ＣＣＳ実証試験センター視察

出　　張　　報　　告

令和4年8月25日

三宮直人　重野正毅

☑調査研究（□行政視察）  □研修会　 □要請・陳情　 □各種会議
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所　感　等

【重野　正毅】
　CCSやCCUSについては柏崎市でもその可能性を研究しようとしている企業
がある。それを含め、ここでの視察は柏崎市民へも関係深いものだと感じ
た。個人的に、砂岩層の中にCO２を貯留するとか、そのための超臨界など
やや専門的なことに関心が向いたので、こういうところに食いつく市民も
きっといると思う。
　専門的な言葉を使って市民を煙に巻くような説明をせず、これらの技術
の必要性やその活用が地元の活性化にもつながることを丁寧に伝えていく
ことも私たちの務めの一つだと思った。

【三宮　直人】
　CCS（CCUS）の取組みは、苫小牧市にとっても取組みを情報発信し国内外
から視察者を受け入れることで自治体の価値向上に繋がり相応の経済効果
もあったと思われる。
　しかし世界では米国、北欧、中国、中東を中心にCCS施設の商用化が進ん
でいる。原油や天然ガスの採取において発生するCo2削減と採取の効率を高
める必要性から進んできたようだ。また、Co2の発生源で回収（利用）する
ため効率のよいCCSの運営となっている。日本においては、今回視察した苫
小牧CCSをはじめ発電所関係では福井県の舞鶴発電所（石炭・個体吸収）、
福岡県の三川発電所（バイオマス・地中貯蔵）で行っているが、どれも実
証試験の段階で商用化に至っていない。
　世界的にみれば日本のCCSの取組みは遅れている。米国では石炭、石油で
新設する発電所ではCCSが義務化されたと聞く。日本でも化石燃料を使った
発電所でのCCS（CCUS）の義務化が必要ではないか。

【主な質疑】
・苫小牧でのCCS実証プロジェクト推進にあたり、何か問題はなかったか？
→苫小牧でプロジェクト実施する前に誘致協議会を立ち上げ、その協議会
にはいろんな団体が参加しており、地元漁協も参加していただいている。
もともと苫小牧は王子製紙の街なので、すんなりと受け入れていただい
た。
・INPEXが、ブルー水素とともにCCUSについて取り組んでいることについて
は？
→苫小牧CCS実証試験センターにも各企業が視察に来られています、それは
投資目的で、保険会社、証券、銀行等が興味を示しているとのこと。
・CCS実証プロジェクト推進の今後のスケジュールについては？
→エネルギー庁では、長期ロードマップで課題を表にして潰していってい
るのでそれに応じて進めていく。
【視察箇所】
・苫小牧CCS実証試験センター内ある、CCS実証試験設備の視察をおこなっ
た。
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